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1． アイプロの目的　
「教拡」は、多くの委員が早期の対応策が必要と考えているにもかかわらず、お互いに意見を交換する場が少ない。そこで、委員の忌憚のない意見交換の場を設け、「教拡」について、惟神会の現状を互いに認識し合い、今後の課題を探り、対応策の意見･アイデアを出し合うことにした。
2． 活動
４月８日～９月１日までの計６回にわたるアンケート方式による委員の意見・アイデアの収集・整理を行った。
3． 心がけたこと

(1) 迅速な応答
回答いただいた結果の迅速な整理と報告を心がけた。そのために、メールやインターネットを活用した。（逆に、郵送利用者には情報不足のためご迷惑をおかけしました）
(2) 質問形式による問いかけ
質問を通じて思考の材料を提供し、回答の仕方に○×や記述など多種の選択を可能にした

(3) 情報の完全公開
アイプロに関するすべての情報を、整理してアイプロ・ホームページ上に公開している
　　　　（アドレス：http://www1.kcn.ne.jp/~kawamura/ipro010.html）

4． 結果

(1) 当初の予想を上回る多くの委員が参加いただき（平均48人／回）、しかも惟神会を何とかしようという真剣な意見・アイデアが多く（243件）、当初の目的はかなり達成した

(2) ほとんどの委員が現惟神会への危機感を持っている（95％）ことが明確になった
(3) 会員数が減少し後継者が育たないことによるが、とにかく教拡が必要である

1 教拡という観点からとらえると、種々の対応策が必要である。例えば

2 一般の人に入会を勧めるための道具が不足している。（何をどう説明すればよいか、質問を受けたときの回答、など皆がその気になって動く内容のもの）
3 新規入会者に対するフォロー体制が不備である
4 一般向けの言葉や表現あるいは訴求点の改良

5 すそ野を広げる、惟神会外部への発信
　　いろいろの提案がなされているので、「アンケート意見集」（意見243件から125件の抜粋版）は是非お読みください。

5． 感想
「教拡」は、具体的な対策と強力な実行が必要であり、まさに惟神会の総力をあげて取り組まねばならない緊急課題です。「教拡はアイプロがやるだろう」といった生易しい問題ではありません
6． アイプロの終了

当初の目的はほぼ達成したとして、アイプロは終了いたします。ご協力どうもありがとうございました。
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